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34. Kaneko K, Akutsu Y, Kodama Y, Li H, Yamanaka H, Suyama J, Shinozuka A, Gokan T, 
Kobayashi Y. Evaluation of Atrium Using 3-Dimensional Volume Rendering with 
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国内学会講演(学会発表、教育講演、シンポジウム) 
（自治医科大学内科レジデント所属時） 
43. 阿久津靖、青木茂行、三重野龍彦、倉富雄四郎、松岡緑郎、北村論。肺原発と考

えられた Malignant fibrous histiocytoma の１剖検例。第 77 回日本胸部疾患学

会関東地方会。高崎市 11月 1986年。抄録集。 

（昭和大学第三内科所属時） 

44. 向井英明、阿久津靖、蔵野康造、菊嶋修示、矢沢卓、馬場隆男、井上紳、大野雅

文、小林洋一、嶽山陽一、藤田良範、片桐敬。家族性心筋症に早期興奮症候群と

洞不全症候群を合併した１症例。第 128 回日本循環器学会関東甲信越地方会 東

京 6月 1988年。Jpn Circ J 1992; 56(Suppl IV):1072。 

45. 阿久津靖、矢沢卓、菊嶋修示、馬場隆男、向井英明、井上紳、小林洋一、嶽山 陽

一、藤田良範、片桐敬。Wenchebach 型房室ブロックで発症し、非持続型心室頻拍

から心室粗動に移行した１症例。第 129 回日本循環器学会関東甲信越地方会 東

京 10月 1988年。Jpn Circ J 1992;56(Suppl IV):1079。 

46. 阿久津靖、中村淳、松原仁志、村上幹高、田畑裕、関田純安、中村尚己、嶽山 陽

一。長期予後から見た急性心筋梗塞症例の PTCR施行の意義。第 2回日本冠疾患学

会 京都 11月 1988年。抄録集。 

47. 阿久津靖、冨田昌孝、奥平勉、長谷川貢、賀嶋俊隆、岡崎修、道端哲郎、原敏彦、

飯尾正明、春見建一、片桐敬。13NH3心 Positron CT(PET)HEADTOME IV による PTCA

前後の局所心筋血流量の変化  第134回日本循環器学会関東甲信越地方会 東京

12月 1989年。 Jpn Circ J 1993:57(Suppl II);552。 
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（国立国際医療研究所循環器科特別研究生所属時） 

48. 阿久津靖、饗場正宏、増岡健志、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、奥平 
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正明、山中英之、片桐敬、森本和大、春見建一。運動負荷ＰＥＴを用いた局所心
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一、阿久津靖、長谷川貢、片桐敬。労作性狭心症発作時の画像診断および局所心

筋血流量の変化 第 8回国立病院・療養所循環器研究会 東京 8月 1990年。抄録

集。 

53. 岡崎修、道端哲郎、賀嶋俊隆、阿久津靖、増岡健志、長谷川貢、原敏彦、飯尾正

明、春見建一。Dipyridamole 負荷試験による心筋血流量の変化ーPETによる測定。

第 30 回循環器負荷研究会 東京 8月 1990年。抄録集。 

54. 岡崎修、道端哲郎、賀嶋俊隆、阿久津靖、長谷川 貢・原 敏彦、飯尾正明・森

本 和大・春見建一。労作性狭心症発作時における PET による心筋虚血の証明ー

Treadmill負荷、 Ergometer負荷心電図と PTCA時の心電図変化。第 1回サイクロ

トロン研究会 （ポジトロン核医学システムを用いた循環器疾患の病態解明に関

する研究班）東京 2月 1990年。抄録集。 

55. 道端哲郎、賀嶋俊隆、岡崎修、阿久津靖、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、森本和

大、春見建一。冠血行再建術の評価ーＮー１３アンモニアによる PET による方法 

第１回サイクロトロン研究会（ポジトロン核医学システムを用いた循環器疾患の

病態解明に関する研究班） 東京 2月 1990年。抄録集。 

56. 賀嶋俊隆、道端哲郎、岡崎修、阿久津靖、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、森本和

大、春見建一。運動負荷による局所心筋血流量変化の PET による測定 第１回サ

イクロトロン研究会（ポジトロン核医学システムを用いた循環器疾患の病態解明

に関する研究班） 東京 2月 1990年。抄録集。 

57. 長谷川貢、阿久津靖、奥平勉、原秀雄、道端哲朗、原敏彦、飯尾正明、春見建一、

片桐敬。冠血行再建術前後における局所心筋血流量の測定—13NH3 を用いた

POSITRON EMISSION CT による定量的測定の試み。第 54 回日本循環器学会 福岡

3月 1990。Jap Cir J 1990;54:1066. 

58. 中山雅裕、岡崎修、阿久津靖、賀嶋俊隆、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正

明、山中英之、片桐敬、森本和大、春見建一。運動負荷心筋ＰＥＴによる局所心

筋血流量（ＲＭＢＦ）動態と冠動脈造影による冠動脈狭窄の検討  第 136回日本

循環器学会関東甲信越地方会 東京 6 月 1990 年。Jpn Circ J 1993; 57(Suppl 
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II):559. 

59. 道端哲郎、賀嶋俊隆、樫田光夫、中山雅裕、岡崎修、原敏彦、飯尾正明、森本和

大、春見建一、山中英之、阿久津靖、長谷川貢、片桐 敬。PTCA 施行例による運

動負荷時の局所心筋血流量の改善ー13NH3心筋 PETによる定量的測定 第 31回循環

器負荷研究会 東京 8月 1990年。抄録集。 

60. 阿久津靖、岡崎修、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、春見建一、片桐敬。
13NH3 心運動負荷ポジトロン CT(PET)による局所心筋血流量の定量的測定と冠動脈

狭窄度の評価に関する研究 第 38 回日本心臓病学会 京都 9 月 1990 年。  J 

Cardiol 1991;21(Suppl XXVII):99. 

61. 岡崎修、道端哲郎、小林聡、近藤政彦、山中英之、原敏彦、春見建一、阿久津靖、

長谷川貢. Dipyridamole負荷ポジトロンＣＴによる局所心筋血流量の定量的測定 

13NH3PET HEADTOME IVによる測定。第 11回日本臨床薬理学会 札幌 9月 1990年。 

臨床薬理 Jpn J Clin Pharmacol ther 22(1), 1991;22(1):153-154。 

62. 阿久津靖、原敏彦、山中英之、岡崎修。3Nーアンモニアによる心筋側副血行路の検出 

第２回サイクロトロン研究会（ポジトロン核医学システムを用いた循環器疾患の病態解明

に関する研究班） 神戸２月１９９１。抄録集。 
63. 長谷川貢、阿久津靖、小林聡、岡崎修、道端哲郎、原敏彦、飯尾正明、春見建一、

山中英之、片桐敬。Positron Emission Tomography (PET) による coronary flow 

reserve (CFR) の評価 第 55 回日本循環器学会 京都 3 月 1991。 Jap Cir J 

1991;55(Suppl A):66. 
64. 阿久津靖、山中英之、小林聡、岡崎修、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、

春見建一、片桐敬。側副血行路の局所心筋血流量（ＲＭＢＦ）に及ぼす影響ー13NH3

運動負荷ポジトロンＣＴを用いた定量的評価ー 第 55 回日本循環器学会 京都 3

月 1991。Jap Cir J 1991;55(Suppl A):67. 
65. 岡崎修、道端哲郎、小林聡、近藤政彦、山中英之、原敏彦、飯尾正明、森本和大、

春見建一、阿久津靖、長谷川貢、片桐敬。運動負荷ポジトロンＣＴ(PET)による虚

血性ＳＴ低下の意義に関する研究 第 55 回日本循環器学会 京都 1991 年 3 月。

Jap Cir J 1991;55(Suppl II): 280. 

66. 山中英之、阿久津靖、岡崎修、小林聡、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、

森本和大、樫田光夫、赤塚宣治、春見建一、片桐敬。サイクロトロン生成ポジト

ロン 13NH3による心拍出量の測定法 第 39 回日本心臓病学会 神戸 9 月 1991 年。  

J Cardiol 1992；22(suppl XXIX):p349. 

67. 小林聡、道端哲郎、賀嶋俊隆、阿久津靖、森本和大、原 敏彦、飯尾正明、春見

建一、高場 利博、田中弘之、長谷川貢。Coronary flow reserve から見た CABG

の有効性の検討ー13N アンモニア心筋 PET による局所心筋血流量の定量的測定ー 

日本胸部外科学会総会 東京 9月 1991年。 日本胸部外科学会誌 1991;39:271. 

68. 岡崎修、道端哲郎、久米誠人、賀嶋俊隆、渡部琢也、山中英之、阿久津靖、原敏

彦、飯尾正明・春見建一。201Tl 運動負荷 Planar Image の 3 次元ヒストグラムに

よる解析方法 第 2回心臓核医学談話会 東京 2月 1992年。 抄録集。 

69. 長谷川貢、原秀雄、小林聡、岡崎修、道端哲郎、原敏彦、飯尾正明、春見建一、

山中英之、阿久津靖、片桐 敬。虚血性心臓病における亜硝酸剤の冠血流動態に

及ぼす影響ーPositron CTによるー  第 56回日本循環器学会 千葉 3月 1992年。

J Circ J 1992;56(Suppl II):242. 

70. 阿久津靖、山中英之、小林聡、岡崎修、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、
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春見建一、片桐敬。前壁中隔梗塞での中隔領域の評価ーＲＭＢＦ値（13NH3 負荷Ｐ

ＥＴ）と壁運動（左室造影）での検討。 第 56回日本循環器学会 千葉 3月 1992

年。J Circ J 1992;56(Suppl II):242. 
71. 山中英之、阿久津靖、岡崎修、小林聡、道端哲郎、長谷川貢、原敏彦、飯尾正明、

森本和大、春見建一、片桐敬。虚血性心疾患における正常域冠血流に及ぼす心拍

出量の影響ー13NH3ＰＥＴによる局所心筋血流量（ＲＭＢＦ）値と心拍出量での評

価  第 56 回日本循環器学会 千葉 3 月 1992 年。 J Cardiol 1992；56(Suppl 

II):237. 

72. 小林聡、道端哲郎、賀嶋俊隆、久米誠人、阿久津靖、森本和大、原敏彦、高場利

博、田中弘之。心筋 viability からみた心筋梗塞部位の血行再建術の有用性の検

討ー13N アンモニア心筋 PET による局所心筋血流量の定量的測定ー日本胸部外科

学会総会 東京 9月 1992年。 日本胸部外科学会誌 1992;109. 

73. 阿久津靖、渡部琢也、山中英之、片桐敬, 岡崎修、道端哲郎、原敏彦、春見建一、

長谷川貢。PTCA の梗塞領域内血流分布に及ぼす効果ー13NH3 運動負荷ポジトロン

CT(PET)を用いた定量的 RMBF 値測定による評価ー  第 57 回日本循環器学術集会 

千葉 3月 1993年。Jpn Circ J 1993;57(suppl.1):352. 

74. 渡部琢也、岡崎修、阿久津靖、道端哲郎、春見建一、原敏彦、山中英之、片桐 敬。

運動負荷誘発性 ST下降の検討ー13NH3ポジトロン CTによる局所心筋血流定量測定

からの評価ー第 10 回日本心電図学会 名古屋 9月 1993年。Jap J Electrocardiol 

1993;13(4):433. 
75. 山中英之、阿久津靖、渡部琢也、片桐敬、岡崎修、道端哲郎、原敏彦、春見建一。

心筋梗塞心における心機能と非梗塞領域サイズ・心筋血流との関係ー13NH3ポジト

ロン CT（ＰＥＴ）による評価ー第 41 回日本心臓病学会 福岡 9月 1993 年。抄録

集 P320. 

76. 渡部琢也、岡崎修、道端哲郎、久米誠人、春見建一、原敏彦、山中英之、阿久津

靖、片桐敬。18FDG 集積を認めた冬眠心筋を持つ急性心筋梗塞(AMI)症例の心筋代

謝について 第 16 回 心筋代謝研究会 東京 9月 1993。抄録集ｐ37。 

77. 岡崎 修、道端哲郎、久米誠人、賀嶋俊隆、渡部琢也、山中英之、阿久津靖、原 

敏彦、飯尾正明、春見建一。心筋代謝の画像診断による生存可能性 viability の

評価法ー13Ｎアンモニア 18FDG を用いた PET によるー 第４回心臓核医学談話会 

東京 2月 1994年。抄録集ｐ12-13。 

78. 阿久津靖、道端哲郎、渡部琢也、山中英之、岡崎修、原敏彦、春見建一、嶽山陽

一、片桐敬。冠血行再建術症例における術後心筋血流量の経過ーPET による術後

1 ｶ月と 1年後の比較ー 第 58 回日本循環器学術集会 東京 3月 1994年。Jpn Circ 
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304. 阿久津靖。発達障害と内科。昭和大学烏山病院春季公開講座。東京 2019年 9月 7

日。 

305. 阿久津靖。精神科領域における深部静脈血栓症の危険性と薬物療法。北松浦医師

会学術講演会(長崎医師会生涯教育認定講座)。長崎 2019年 9月 13日。 

306. 阿久津靖。精神科領域の生活習慣病治療の重要性。地域教育講演（主催小野薬品

工業株式会社）。東京 2019年 9月 30日。 

307. 阿久津靖。認知症を含む精神障害患者における深部静脈血栓症の危険性。深部静

脈血栓症を考える会(主催第一三共株式会社)。東京 2019年 11月 22日。 

308. 阿久津靖。心臓核医学の基礎から臨床。心世代核医学研究会。東京 2019年 11月

30日 abstract. 

309. 谷澤宏樹、阿久津靖、野村康介、後閑俊彦、荒井研、新家俊郎。右心房の心外膜

脂肪組織は、心房細動患者の肺静脈カテーテルアブレーション後の心房細動再発

と関連している。第 360回昭和大学学士会例会。東京 2019年 12月 14日。Abstract. 

310. 野村康介、阿久津靖、辻田裕昭、佐藤俊弥、田中秀彰、後閑俊彦、荒井研、大石

庸介、小倉邦弘、関本輝雄、近藤誠太、塚本茂人、谷澤宏樹、金子堯一、児玉雄

介、松本英成、新家俊郎。ステント内狭窄に対する Drug-Coated Balloon 治療効

果に, 原病変の冠動脈石灰化が与える影響の検討。第 360回昭和大学学士会例会。

東京 2019年 12月 14日。Abstract. 

311. 阿久津靖。静脈血栓症の予防対策について。烏山行動制限最小化委員会研修会。

東京 2020年 3月 24日。 

312. 阿久津靖。糖尿病治療について。Web 講演会 東京 2020 年 6 月 30 日(小野薬品工

業株式会社主催)。 

313. Tanisawa H, Akutsu Y, Kawamura M, Kaneko K, Kodama Y, Matsumoto H, Shinke 
T. Combination Between Left Atrial Remodeling and Larger Epicardial Adipose 

Tissue Volume for Predicting Atrial Fibrillation Recurrence. 第 84回⽇本

循環器学会総会。京都 2020年 8月 2日 

314. Tanisawa H, Akutsu Y, Kondou S,Ota M, Sekimoto T, Kaneko K, Kodama Y, Masaki 
R, Toyosaki E, Nomura K, Mochizuki Y, Tsujita H, Tsukamoto S, Matsumoto H, 

Omoto T, Aoki A, Shinke T. Early Intervention of Transcatheter Aortic Valve 

Implantation after Heart Failure improves a prognosis in Patients with Severe 

Aortic Valve Stenosis. 第 84 回⽇本循環器学会総会。京都 2020年 8月 2日 

315. 阿久津靖。No recovery of myocardial flow reserve by dialysis and renal 

transplantationfrom end-stage renal disease: a nitrogen-13 ammonia positron  
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emission tomography study Commentator 第 23回心世代核医学研究会 Web講演

会 東京 2020年 11月 21日。 

316. 阿久津靖。精神疾患と 2 型糖尿病について。Web 講演会 東京 2020 年 12 月 1 日。 

(日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社主催)。 

317. 阿久津靖。精神疾患における腎機能障害を含めた生活習慣病、腎性貧血治療につ

いて。Web講演会 東京 2020年 12月 15日。(中外製薬株式会社主催)。 

318. 阿久津靖。慢性心不全とその治療選択。Web講演会 東京 2021年 3月 2日。(小野

薬品工業株式会社主催)。 

319. 阿久津靖。適切な心不全治療を考える。パネリスト。Heart Failure Web Conference 

東京 2021年 3月 3日。 

320. 阿久津靖。虚血性心疾患における心筋血流 SPECTの位置付け。城南心臓画像診断

Conference 東京 2021年 3月 18日。 

321. 阿久津靖。慢性心不全とその治療選択枝。Web講演会 東京 2021年 4月 26日。(ア

ストラゼネカ株式会社)。 

322. 阿久津靖。精神疾患の貧血や生活習慣病とその治療。Web講演会。 東京 2021年

4月 27日。(バイエル薬品株式会社)。 

323. 阿久津靖。精神疾患における MRI検査の有用性。昭和大学烏山病院院内学会。東

京 2021年 9月 16日。 

324. 阿久津靖。Research mind。第 8回 SCS循環器懇話会。東京 2021年 10月 19日。 

325. 阿久津靖。高齢者と貧血治療について。 第 18回烏山在宅医療連携塾。東京 2021

年 10月 26日。 

326. 阿久津靖。高齢者の認知症と貧血治療。マスーレッド Web 講演会。東京 2021 年

11 月 29 日。(バイエル薬品株式会社)。 
327. 阿久津靖。高齢者認知症における糖尿病治療について。Dementia Diabetes 

Webinar 講演会。東京 2021 年 12 月 6 日。(日本ベーリンガーインゲルハイム株

式会社/日本イーライリリー株式会社)。 
328. 金子堯一、阿久津靖（パネルディスカッサー）。虚血性心疾患における MRI 画

像診断のポイント。城南心臓画像診断 Conference。東京 2021 年 12 月 8 日。 
329. 阿久津靖。精神疾患患者における深部静脈血栓症の予防対策について。第二回行

動制限最小化委員会（昭和大学附属烏山病院）主催講演会。東京 2022 年 2 月 21
日。 


